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１．つくば市の状況
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持続可能都市へ

 持続可能都市ヴィジョン （H30年2月）

 SDGs未来都市 （H30年6月）
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SDGs
×

Society5.0



２．RPA導入の取り組み
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結果概要
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導入前
（年換算）

導入後
（年換算）

削減時間
（年換算）

削減率

市民税課 424時間44分 88時間18分 336時間26分 79.2%

市民窓口課 85時間 14時間10分 70時間50分 83.3%



対象部署の課題

13

市民税課

• 申告相談の繁忙期 （超過勤務 月100時間超）

• 人口増加に伴う業務量増加

• 人事異動による引き継ぎ負担

市民窓口課

• 複数の繁忙期 (3～4月住所変更等)

• 人口増加に伴う業務量増加

• 住民の待ち時間



対象業務例
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個人住民税

納税通知書・更正決議書・宛名封筒の印刷業務

特別徴収事業所の登録業務

給与支払報告書の回送先情報の登録業務

法人市民税
電子申告書の印刷業務

電子申告書の審査業務

市民窓口 異動届受理通知業務



RPA導入の意義

① 低価格で業務効率化

→ 繁忙期対応、人件費・職員数抑制、住民サービス改善

② 繰り返し業務の比重低下

→ 作業ミス削減、時間配分変化、若手活躍の機会増

③ 業務フローの可視化

→ 業務フロー改善の契機、専門性カバー
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つくば市での実施状況
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 本格導入部署（７部署）と試行部署の二重展開

 RPA活用人材の育成

 紙への対応（電子申請増、 AI × OCR実証実験実施）



３．行政プロセスのアップデート
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政策実現への道のり
政策策定プロセス

 行政組織へのインプット （マニフェスト、議会質問、要望書、国・県）

 部署内検討 （係→課→部→幹部）

 計画への記載 （計画素案作成、審議会、パブリックコメント）
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予算プロセス

 予算編成 （予算要求、財政折衝）

 議会 （事前説明、予算審議、決算報告）

 予算執行手続き （入札・プロポーザル、契約規則、契約検査）

 入札参加 （入札登録、入札参加資格）



行政プロセスの限界
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多様な課題

急速な環境変化

激化する都市間競争

走りながら考える
フットワーク軽い行政へ

基礎自治体から
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割り振りどうしよう

やりたくても
時間がない

他の企業から
文句言われるかも

議会が理解して
くれるだろうか

上司にいかに
説明しようか

予算が足りないな





22

① つくばイノベーションスイッチ

＊つくば市HPに契約様式掲載



（事例）インターネット投票システム

 秘密投票と非改ざん性 ブロックチェーン技術によるデータ処理

 投票の正当性 マイナンバーカードよる本人認証
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② 社会実装トライアル



社会実装トライアル
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 予算：当初予算で５件の連携予算確保（予算編成が前後逆）

 正当性：外部委員による公開審査

 付加価値：フィールド提供と調整事

 実効性：各プロジェクトに担当職員設置
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提案者 プロジェクト

筑波大学
特別支援学級のためのスマートデバイスに
よるコミュニケーション支援

サイマックス株式会社
公共施設のトイレで誰でも気軽に健康
チェックできる、「かんたん健康チェックサー
ビス」

国立環境研究所 多目的極小モビリティの実証実験

株式会社AGREE
医療相談アプリ「LEBER」により実現する超
スマート社会

筑波大学 市民の困りごとに応じた情報配信サービス

H29年度採択プロジェクト
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（出典）株式会社AGREE ホームページ

→内閣府「近未来技術社会実装事業」採択
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